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啓染症（PT）   

E型肝炎  AmJTropMed  
Hvg2008：78：  

1012－1015   

AmerlCan Society  
for価crobioIogy  
lO8th General  
Meet…g2008年6月  

卜5日  

マサチューセヅソの医療センターで品質管理のため使用  
された廃棄製剤、使用期限切れロット、アフエレーシスの  
残りの人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無  
を調べた。その結果、PCR及びウエスタンプロットにより、  

4社の20製剤全てにおいてクラミジアの存在が確認され  
た。また、invitro培養を行ったところ11検休（55％）でクラミ  

ジア生菌が生育した。  

細菌感染  
日本赤十  

抗日Bs人免疫グロブリン  抗H8s人免  
疫グロブリン  

1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％）がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  
であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  

地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  
た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFIoridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。  

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14．170－177  

ウエストナイル  

ウイルス  

Rev Panam Sa山d  

Publica2006：19  

112117  

2008年9月に、イタリアで何年かぶりにヒトのウエストナイ  

ルウイルス（WNV）脳炎が2例報告された。1例日は  
FerraraとBo】ognaの間に住む80歳代の女性、2例日は  
Ferraraに住む60代後半の男性であった。また、ウマ6顎と  
トリ13羽でWNV感染が確認された。WNV髄膜脳炎の積極  
的サーベイランスプログラムが開始され、当該地域で供  
血者スケノーニング用NATが導入された。また、当該地域  
に1日以上滞在したことのある供血者を28日間供血延期  
する措置がとられた。   

ウエストナイル  
ウイルス  No．38 2008年10月  

ABC Newsletter   17日  
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感染症（PT）   

コンゴ・クリミア  
出血熱  

出典  

ProMED－  
mai120080709．2092  

概要   

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に  
より3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  

保健省はダニに注意するよう呼びかけ、岐まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

／くルポウィル ス  

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルス819感染者であった。B19感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよびIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した看はいなかった。B19急性感染後の血笑ウ  
イルスカ価は約1年で10．1U／mL未満、約2年で10］IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

Transfusion2008こ  

48：1036－1037  

／＼ンタウイルス  

スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年のV5sterbotten地方の流  
行性腎症患者の数は100，000人当り313人に至った。筈歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

EmerglnfectDis  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性の  

ヘンドラウイルスに焙染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頸が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。   

ProMED－  

mai120080720．2201  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

出典   

Ann NeuroJ2008ニ  
63二697－708  

概要   

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では持ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  

CJDサーベイランス委員会による調査では1999年4月か  
ら2008年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン  
病と判定された。うち孤発性CJDが821例（768％）、遺伝性  
プリオン病が171例（16．0％）、硬膜移植後CJD74例（6．9％）、  

変異型CJDl例仙＝も）、分類不能2例（0．2％）であった。日本  

のプリオン病剖検率は欧米詩国より著明に低かった。孤  
発性CJDの病型は欧米に比べMM2型が多かったが、非  
典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。  

オーストリアの39歳男性が感覚異常などの神経症状で入  
院後、急速に悪化し、4ケ月後に死亡した。組織学的検査  
で海綿状変化、神経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫  
組織化学的検査でびまん性シナブティックな異常プリオン  
の沈着が見られ、CJDと診断された。また患者のPRNPは  
129Met－Metであった。患者は22年前まで死体由来のヒト  
成長ホルモン（hGH）製剤治療を受けており、医原性リスク  

が認められるため、孤発性若年性CJDの可能性も否定で  
きないが、WHO基準により確定医原性CJDと分類された。  

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニックマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次感染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原休は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。   

クロイツフェル トヤコブ病  
JNeuroINeurosurg  
Psychiatry2008：  
79：229－231  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

PLoS ONE2008：3：  e2878  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

概要   

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

出典  

EmerglnfectDis  
2008：14：1406－  
1412  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

d  

ピーは43％と予想以上に高い輸血伝揮率を示した。高い  
伝挿率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよびTSEが輸血により効率的に伝播することを  
示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝挿を研究する  
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。  

online2008年7月22  B（ood．Prepublishe  日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
11  

ウイルス除去膜濾過工程を含んでいる製剤（血液凝固第  
∨ⅠII因子製剤：プラノ／く20N濾過、抗HBs人免疫グロブリン  

製剤：プラノ／く35N濾過）について、263K株感染ハムス  

ターより得たSUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検  
証した。その結果、SUS処理PrPScは漉過膜の孔径よりも  
小さいにもかからわず、プラノ／く35Nやプラノ／く20Nで除去  

された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら  
れる。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  

18  

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳内接種した  
ハムスターにおける血中PrPres経時的変化を追跡したと  
ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白／くンドは、感染後4－6週  
で認められ、10遇ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかった。PrPres  
をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま  
でに限定される可能性が示唆された。   
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概要   

非定型BS∈（BASE）に感染した無症候のイタリアの乳牛の  
脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。  

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

HIV  

No．262008年7月4  

ABC Newsletter  日  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

インフル工ンザ  
2008：95（Suppl．1）：  Vox Sanguinis  40  

タミフル耐性型の「通常の」季節性インフルエンザが急速  
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬（2008～2009  
年）のインフル工ンザに効果がないおそれがある。WHOの  
データによると同国でHINl株に感染した107名に関する  
検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有  
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国  
の州Nlインフル工ンザ焙染患者由来検体788例中242例  
（31％）がタミフル耐性に関係があるH274Y突然変異を有し  
ていた。   

インフルエンザ  ProMED－  

mai‡20080825，2648  

125／171ページ  



概要   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  

ボI）ビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
休を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

南アフリカ、ヨハネスプルグで3名の死者を出したウイルス  

は、暫定的に西アフリカのラッサウイルスに近い、音歯類  
媒介性アレナウイルスであると特定された。国立感染症  
研究所と保健省は共同で、このウイルスが体液を介して  
ヒトからヒトに感染するため、「患者の看護に特別な予防  
的措置が必要である」との声明を発表した。3名の死因を  
確定するには更なる検査が必要である。  

ウイルス感染  BuaNe佃S Online  

2008年10月13日  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗日Bc抗体）が陽  
性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
H8c抗休および高感度HBVNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。  

B型肝炎  FDA／CBER2008年  
5月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

2000年1月から2004年12月に日本で新たにB型肝炎表面  
抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性日型肝炎であった。  

再活性化群は急性8型肝炎群に比べ、年齢およぴHBV  
DNA値が有意に高く、ALTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。   

B型肝炎  ClinJnfectDis  

2008：47こe52－56  
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概要   

1971－2005年の35年間に虎ノ門病院に来院した急性  

HBV感染患者153名および慢性HBV感染患者4277名にっ  
いて5年間毎のHBVジェノタイプ／サブジェノタイプを調べ  

た。急性感染患者数は35年間中増加し続けた。慢性感染  
患者は1986－1990年が最大であった。ジェノタイプは急  
性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった（A、B、C型．  
28．6％、103？も、5g5％vs3．0ワも、12．3†も、84．5％）。最近では外  

国のサブジェノタイプB2／Baが増加する傾向がある。  

感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

JMed Viro12008：  
80二1880－1884  

HBVDNA陽性かつ表面抗原（HBsAg）陰性オカルトHBV  
感染の検出感度を上げるために、HBVDNAとHβsAgを同  
時に濃縮する新規方法を開発した。二価金属存在下で  
poly－L－1ysineでコートした磁気ビーズを使用し、ウイルス  

凝集反応を増強させ、ウイルスを濃縮する方法により、  
HBVDNAとH8sAg圭は、最高4－7倍に濃縮された。本方  
法により、EIAとHBVNATの感度が上昇し、HBsAgEIAを  
用いてオカルトHBV感染者40名のうち27名を検出すること  
ができた。  

B型肝炎  Vox SanguinlS  
2008：95二174一丁80  

フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守峯は3了サ。、患者ケアの直後に手袋をはずして  

いたのは33？もであった。  

ニューヨーク市の［astHaHemのクリニックから18歳以上で  
血中HCVPCR陽性の吸引用麻薬常習者38名のJL汁検  
休および吸引に使用したストローを入手し、血液およぴ  
HCVRNAの存在の有無を調べた。1汁検体28例（7肪）、  
ストロー3例（8％）から血液が検出され、■汁検体5例  
（13％）、ストロー2例（5％）でHCVRNAが検出された。HCVウ  
イルスの1腔内伝挿のウイルス学的妥当性が示された。   

C型肝炎  Clin lnfect Dis 

2008．47：627－633  

C型肝炎  ClnInfectDis  

2008ニ47：93ト934  
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感染症（PT）   

C型肝炎  

出典   

第70回日本血液  
学会総会 2008年  
10月10■｝12日  

概要   

‾‾‾  
症画王萬竜不貞海曹左石前節妄訴ニー誠子有頭亘訂  
日に初回輸血が実施され、初回輸血前検査はHCV抗体  
陰性、HCVコア蛋白陰性で、あった。10月1日の輸血後、  
HCVコア蛋白が陽性化したため、遡及調査を開始した。  
患者には計54本の輸血があり、保管検体の個別NATによ  
り、1検体からHCV－RNAを検出した。患者と献血者のHCV  
Core－E卜E2領域の塩基配列が一致したことから、本症例  
は輸血によるHCV感染である可能性が極めて高い。  

E型肝炎  スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有知を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18．8％、非曝轟群では4．1％であった。ブ  

タに接するヒトの抗HEVlgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012－1015  

硬直‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●  

2008年7月23日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson都で炭痕のアウトブレイクが発生したと発表し  
た。l件は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。  

ProMED－  

mai120080724．2257  
l顔   

炭症  
2008年7月24日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で炭症の2番目のアウトブレイクが、検査の  
結果確定したと発表した。  

ProMED－  

mai120080726．2280  

硬直‾‾‾‾●…‾‾‾  

米国MontanaのTedTurnerrsF（yingD付近の農場でウシ1 頭が炭症陽性であり、自然発生した炭痕により死亡した。 更にTedTurner’sFlyingD農場では炭症により死亡した ／くイソンの数が増加し、現在までに257頭となった。  
ProMED－  

mai120080815．2540  
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感染症（PT）   

炎症  

出典  

ProMED－  

mai1200808182569  た。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。  米国SouthDakotaの3つのウシの群れで炭症が発生し   

虎症  2008年6月9日に、米国NorthDakotaのPortl∂nd付近の雄  
牛1頸の血液検体が検査のため提出され、焼塩菌が検出  
された。更に、6月18日にusbon付近の雌牛1頸が死後、  
炭痕薗陽性と確定された。  

ProMED－  

mai120080626 1968 

炭痕  2008年7月23日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で炭症のアウトブレイクが発生したと発表し  
た。1件は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。  

ProMED－  

ma1120080724 2257 

炭癌  2008年7月24日に米国SouthD∂kota州当局は、  
Hutchinson郡で炭症の2番目のアウトブレイクが、検査の  
結果確定したと発表した。  

ProMED－  

mai120080726．2280  

炭痕  ProMED－ Mai120080726．2286  2008年7月25日CF！Aは、北SaskatchewanのPaddockwood  
の農場でバイソン7頸が炭癌により死亡したことを7月24  
日に確認したと発表した。7月22日にはPonassLakeのウ  
シ1亘亘の死亡を確認した。同地方での今年最初のアウトブ  

レイクは5月26日にKingGeorgeの農場でウシ13頸が死亡  
した後、確認された。   

2008年7月24日にPaddockv〉00dの′くイソン7頭が炭痘によ  
り死亡したことが確認されたが、残りの動物は隔離され、  
現在観察中である。2006年にはSaskatchewanでは800頸  
以上の動物が炭症により死亡した。2008年はこれまで21  
頭が炭痕により死亡している。  

CFIAは2008年8月11日と8月9日に、Saskatchewanで更に  
2件のウシにおける炭症を確認した。今年の春以降の腹  
症による死亡は24頸となった。   

焼塩  
ProMED－  

nlal1200807272297  

炭症  ProMED－  

mai】20080812．2500  
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概要   

米国MontanaのTedTurner’sFlyingD付近の農場でウシ1  
頭が炭痘陽性であり、自然発生した炭症により死亡した。  
更にTedTumer’sFlyingD農場では炭痘により死亡した  
／くイソンの数が増加し、現在までに257頸となった。  

感染症（PT）  虎痘  

出典  

ProMED－  

m8i120080815．2540  

庚痘  
米国SouthDakotaの3つのウシの群れで炭症が発生し  
た。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。  

ProMED－  

mai120080818．2569  

2008年5月、米国Montana州ParadiseValleyのウシ1頭が  
ブルセラ症陽性であった。これにより同州はブルセラ症フ  
リーではなくなった。  

ブルセラ症  
ProMED－  

mai1200i‡0611．1841  

ヲJ［有事窟…‾  

2008年6月16日、Wyoming州獣医学研究所は、Wyoming  
州Danielの雌牛2頭の組織からBruce＝aabortusが培養さ  
れたと報告した。同じ群れの残りのウシや近くの群れにつ  
いて検査する予定である。  

ProMED－  

maiは0080619．1907  

ヲ元首享有‾‾‾‾  
Wyoming州Danjelの牧場のウシ327頸を予備的に検査し  
た結果、更に13頭がブルセラ症に感染している可能性が  
示された。同じ群れの2頭がブルセラ症に感染しているこ  
とが既に確定されている。  

ProMED－  

maiほ0080626．1966  

2008年6月23E］、CFIAはBrltJShCoIumbia州の雌牛1頭で  
BSEを確定した。どの部位もヒト食料または飼料システム  
に入っていない。出生農場を確定するための調査が開始  
された。  

ProMED－  

mai120080623．1941  

2008年8月15日、CF［AはAJb8rtaの6歳の肉牛1頭でBSE  
を確定した。2003年以降、カナダで14頭目のBSE牛であ  
る。どの部位もヒト食料または飼料システムに入っていな  
い。当該牛は生まれてから死ぬまで、北AIb8Haの1つの  
農場で過ごした。詳細調査を実施中である。   

ProMED－  

mai120080819．2580  
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感染症（PT）  結核  

概要   

California中部で結核感染リスクで4800頭以上の乳牛が  
処分され、16000豆頁近くのウシが隔離されている。Fresno  
郡の酪農場で新たに3頭が結核であることが明らかに  
なった。  

出典  

ProMED－  
mai120080710 2100 

2008年10月10E］にカナダSaskatchewan州MooseJaw都  
Asshliboiaで、ウシアナプラズマ病のアウトブレイクが発生  
し、10月10日に確定された。10月22日現在、継続中であ  
る。ウシにおいて疑い例89頸、確定例1例、処分1例であ  
る。  

WHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  
ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、バン  
グラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  

プトで7例（死亡3例）、インドネシアで16例（死亡13例）、お  

よぴベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計32例（死亡  

24例）である。   

WHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  
ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、バン  
グラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  

プトで7例（死亡3例）、インドネシアで18例（死亡15例）、お  

よびベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計34例（死亡  

26例）である。   

香港CentreforHealthProtect［Onは2008年の11例日のデ  

ング熱症例（30歳男性）を確認した。この男性は2008年4  
月5～13日にモルジブに滞在し、4月18日に発症した。  

細菌感染  Oie／Weekly  
DiseaselnforrnatlOn  
2008年10月23日号  

WHO／′EPR2008年5 月2β日  蔦キジテJ［王ジ ザ  精製下垂体性性腺刺激ホルモン  精製下垂体  
性性腺刺激  
ホルモン  

メルクセ  
ローノ   

WHO／EPR2008年6 月19日  

鳥インフルエン  
ザ  

デング熱  ProMED－  

maiは0080505．1542  

‾  
串薗訪日‡まる菖二盲這i這六天草品㌫病態＝ぎ言6者あ高著  

がガス壌症に感染した。感染の拡大を防ぐため隔離病棟  
が設けられた。地震で負傷した患者は診断のため隔離病  
棟に送られる。今までのところ同病院での交差感染はな  
い。  

WHO中国事務局は中国衛生省と診断未確定の出血性疾  
患について連絡を取っている。中国の専門家は調査を終  
7した。Sh∂ndong省のWar如kou村においてヒト顆粒球ア  
ナプラズマ症の症例4例が特定された。診断はPCRとシー  
クエンス分析で確定された。   

ProMED－ mai1200805221683  クロストリジウ  

ム感染  

細菌啓染  ProMED－  

mai－200808052400  
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……‾‾‾  
感染症（PT）  亮真義  

出典  

ProMED－  

mai120081028．3405  

概要   

2008年10月26日、中国南西部のYunnan省の田舎で、狂  
犬病によリ6名が死亡したため11000匹以上のイヌを処分  
するよう当局は命令した。Yunann省Mile都では90000頭以  
上のイヌのうち約84000匹は狂犬病ワクチンを棲種されて  
いたが、予防接種を受けていない11500匹が処分された。   

抗FSHマウ  

スモノクロー  

ナル抗体   

‾t  

王手福毛憧  
性腺刺激ホ  
ルモン  

マウスハイ  

ブリドーマ細  

胞   

ウシ胎児血  

：主 ′R  

ウシ血清ア  
ルブミン  

‾‾‾‾‾  
束ラージ  

マウスハイプ  米国  

＿ヽ● ＿．．ユ‾ソ‾ ランド、オー ストラリア  

テ元手ヲラ＝首（邁振亨緬夜前‾‾‾‾‾‾…  

結合組織、皮  
膚、甘く頭蓋  
骨、せき髄を  
含まない。せ  
き柱骨を含む  
可能性があ  
る。）に由来  
するペプトン  

米国  
チャイニー．  

ハムスター  

卵巣細胞  

チャイニース  
ハムスター卵  

巣細胞  ダルベポエテン アルファ（遺伝子組換  

エポエテンアルファ（遺伝子組換え）   え）  
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原材料名  原産国   

否東面こ…‾‾  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

カナダ  
②③オース  
トラリア、  
ニューー  
ランド  

米国、カナ  

ダ  

米国、カナ  
ダ  

含有区分  

③ダルベポエテン アルファ（遺伝子組  

②エポエテンアルファ（遺伝子組換え）   換え）  

工ポエテンアルファ（遺伝子組換え）  
グルベポエテン アルファ（遺伝子組換  

え）  

トリプシン  
トリプシン  

乳糖  

ウシ胎児血 ごi ／R  

フォリトロピンベータ（遺伝子組換え）  

－＿      ヽ● ＿＿ユ‾‘ン‾ ランド、オー ストラリア  

ウシトランス  

フェリン  
フォリトロピンベータ（遺伝子組換え）  

＿ヽ小  
＿＿．ユ‾ン′‾■■  

ランド、オー  

ストラリア  

原産国不明  

（米国薬局  

方及びヨー  
ロッパ薬局  

方適合品）  

原産国不明  

（ATCC登録  

株）   

シェリン グ・プラウ   

ラ斉ヴ「古ビジ天＝ダ子音蔭亨緬換言テ‖‖  ブタインスリ  
ン  

フォリトロピンベータ（遺伝子組換え）  チャイニー．  

ハムスター  

卵巣細胞  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

アレルゲンエキス  アレルゲン  

エキス  

アレルゲン  

エキス  

Aspergi”us  

fumigatus  

アレルゲンエキス  Alternarla  

kikuchian∂  
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生物由来成  
分名   

アレルゲン  
エキス  

アレルゲン  
エキス  

アレルゲン  
エキス  

原材料名  

受理日   2008／12／24  Candida  

albic8nS  

Cladosporioid  CladosporlUm  eS  

アルテプラーゼ（遺伝子組換え）注射剤  チャイニース  
ハムスター  

卵巣細胞   

ウシ胎児血  

清  

米国、オー  
ストラリア、  
ニュージー  

ランド、カナ  
ダ  

米国、カナ  

ダ  
天ヲ巨㌻‾‾‾  

結合組織、皮  
膚、骨（頭蓋  

骨、せき髄を  
含まない。せ  
き柱骨を含む  
可能性があ  
る。）に由来  
するペプトン  

トロンポプラ  
ステン  

人免疫グロ  
ブリンG  

人血清アル  
ブミン  

添加物  米国   
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概要   生物由来成  
分名   

ウシ胎児血  
清  

D－ガラク  

トース  

含有区分  

原産国  米国  
原材料名  一般名  

製造工程  リッキシマフ（遺伝子組換え）  

米国  

米国、カナ ダ  ラードウオー  

ター  

リッキシマブ（遺伝子組換え）  

米国、カナ  

ダ、オースト  

ラリア、  
ニューソー  
ランド  

ペプトン  リッキシマブ（遺伝子組換え）  
脛、ウシの心  
臓、脾臓及び  
ブタのラード  
ウオーターを  
ブタのパンク  
レアテン及び  
ペプシンで処  

理したもの  

製造工程  

ダ  米国、カナ  

米国、カナ  
ダ  

ペプシン  リッキシマブ（遺伝子組換え）  

カナダ、米  

国、ニュー  
ジーランド   
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生物由来成  

分名  
‾●  

二行ダブ仁者  
ラーゼ（遺伝  

子組換え）  

原材料名  

原産国  宿主細胞系  
含有区分  

チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  
は  
Dr．LA．Chasi  

n（CoIumbia  
University）  
より入手し  
たジヒドロ葉  
酸還元酵素  
（DHFR）欠損  

チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞（CHO）細  

胞系である  

ヒトチロトロ  
ビン アル  
ファ（遺伝子  

組換え）  

不明  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

ヒトテロトロピンアルファ（遺伝子組換  

ロビン アルファ  

＿ユ■ンー  

ランド、オー  

ストラリア、  

アルゼンチ  
ン   
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